
菅

原

道

真

研

究

―『菅
家
後
集
』
全
注
釈

（
一
）
―

焼

山

廣

志

こ
の
稿
よ
り
菅
原
道
真
の
漢
詩
集

『菅
家
後
集
』
の
全
注
釈
に
向
け
て

の
作
業
を
起
こ
し
て
み
る
。
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
の
校
注
者
で
あ
る
川

口
久
雄
氏

の
業
績
を
筆
頭
に
現
在
ま
で
数
多
く
の
優
れ
た
道
真
論
及
び
道

真
の
作
品
論
が
公
に
さ
れ
て
来
た
。
こ
う
し
た
先
学
の
学
恩
を
う
け
つ
つ
、

私
な
り
の
解
釈
を
提
示
し
て
み
る
こ
と
が
こ
の
作
業
の
最
大
の
目
標
で
あ

る
。こ

う
し
た
作
業
に
取
り
く
む
こ
と
に
し
た
背
景
に
は
、
と
り
わ
け
、
最

近
精
力
的
に
道
真
の
作
品
論
を
発
表
さ
れ
て
い
る
佐
藤
信

一
氏
の

一
連
の

ハ
 

ソ

論
文
に
感
化
を
受
け
る
事
、
大
で
あ
る
。
佐
藤
氏
は

『菅
家
文
草
』
の
書

誌
よ
り
始
め
ら
れ
具
体
的
に

一
作
品
ず
つ
詳
細
な
注
釈
を
施
す
と
い
う
緻

密
な
作
業
を
続
け
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
も
こ
の
佐
藤
氏
の
方
法
論
に
拠
り

つ
つ
、
太
宰
府
時
代
の

『菅
家
後
集
』
の
作
品
に
絞

っ
て
全
注
釈
を
試
み

る
こ
と
に
し
た
い
と
思
う
。

な
お
、
こ
れ
よ
り
以
後
の
取
り
あ
げ
て
い
く

『菅
家
後
集
』
の
作
品
は
、

伝
写
本
、
刊
本
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
順
で
は
な
く
、
調
査
、
考
察
が
終
え

た
も
の
の
順
に
よ
る
。

そ

れ

で
は
、

ま
ず

『菅

家
後

集

』

の
書
誌

に

つ

い
て
述

べ

て
み
る

。
す

ハ
 

 

で
に
川
口
久
雄
氏
よ
り
詳
細
に
整
理
分
類
さ
れ

て
い
る
所
だ
が
、
今
回
改

め
て
調
査
を
済
ま
せ
た
伝
写
本

・
刊
本
の
中
で
、
伝
写
本
に
つ
い
て
の
み

以
下
に
順
不
同
で
書
誌
を
概
説
し
て
み
た
い
。

（今
回
、
調
査
を
済
ま
せ
た

伝
写
本
、
刊
本

一
覧
は
後
述
す
る
。）

ω
尊
経
閣
所
蔵
本

（
一
）
（（底
本
》

写
本
。

一
冊
。

紙
は
雁
皮
紙
。
仮
綴
じ
。
縦
三
十
五
糎
。
横
二
十
五
糎
。

表
紙
中
央
に
墨
筆
で

「菅
家
後
集
」
と
あ
る
。
右
下
に

「此
本
係
影
抄

凡
七
八
百
年
前
古
者
尤
貴
重
」
と
い
う
手
識
が
あ
る
。
八
行
書
。
詩
は

二
～
四
段
に
写
す
。
全
文
に
訓
点
が
施
さ
れ

て
い
る
。
十
九
丁
。
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ω
尊
経
閣
所
蔵
本

（二
）

写
本
。

一
冊
。

紙
は
楮
紙
。
仮
綴
じ
。
縦
三
十

一
・
五
糎
。
横
二
十
二

・
二
糎
。

表
紙

に
題
字
な
し
。
遊
紙
各
二
丁
。

八
行
書
。
詩
は
全
て
二
段
に
写
す
。
返
点

・
句
点
等
は
な
い
。
部
分
的

に
傍
訓

・
異
文
等
の
墨
筆
に
よ
る
注
記
が
あ
る
。
奥
書
に

「菅
家
後
集

寄
附
之
意
趣
者
、
賀
州
大
守
羽
林
菅
原
綱
利
朝
臣
、
連
々
依
為
尊
望
、

老
眼
霧
中
難
看
遂
書
功
、
命
愚
息
拾
遺
長
量
、
令
模
写
畢
。
他
見
悼
多

端
。
延
宝
第
八
玄
冬
晦
、

菅
儒
竜
作
豊
長
」
と
あ
る
。
三
〇
丁
。

㈲

尊

経
閣

所
蔵
本

（
三
）

写

本
。

一
冊
。

紙

は
楮
紙

。
茶

色

の
厚
紙

（模

様

入
）

の
表
紙

。

縦

二
十
九

・
三
糎

。
横
十

八

・
八

糎
。

表

紙
左

上

に

「
菅
家

後
集

」

と
墨
筆

で
記

さ

れ

て

い
る
。
前

一
丁

、

二
丁
遊

紙
。

八
行
書

。
詩

は

二
～
三
段

で
書
写

さ
れ

て

い
る
。

二
十

二
丁

。

後

ω
尊
経
閣
所
蔵
本

（四
）

写
本
。

一
冊
。

紙
は
楮
紙
。
茶
色
の
厚
紙
の
表
紙
。
縦
二
十
九
糎
。
横
十
七

・
七
糎

表
紙
左
上
に

「菅
家
後
集
」
と
墨
筆
で
記
す
。
右
下
に

「此
本
係
影
抄

凡
七
八
百
年
前
古
本
者
尤
貴
重
」
と
い
う
手
識
が
あ
る
。
前
後
各

一
丁

の
遊
紙

。

八
行

書
。

一
行

二
十

一
字

の
べ
タ

書
。

朱
筆

に

て

ヲ

コ
ト

点

を

さ
す

。

落
丁

が
あ

る
。

二
十

一
丁

。

㈲
静
嘉
堂
所
蔵
本

写
本
。

一
冊
。

紙
は
楮
紙
。
青
表
紙
。
縦
二
十
七

・
四
糎
。
横
十
九

・
九
糎
。

前
後
各

一
丁
に
遊
紙
。

二
〇
字

一
〇
行
書
。
返
点

・
句
点
等
は
な
い
。
数
箇
所
、
傍
訓
、
異
文

等
の
墨
筆
に
よ
る
注
記
が
あ
る
。

「堀
三
義
図
書
印
」
の
印
記
が
押
さ

れ
て
い
る
。
奥
書
に

「右
菅
家
後
集
以
予
所
蔵
古
本
写
之
得

一
摺
紳
家

秘
本
封
照
訂
正
」
と
あ
る
。
十
四
丁
。

㈲
島
原
松
平
文
庫
本

写
本
。

一
冊
。

薄
茶
色
。
縦
二
十
七

・
八
糎
。
横
二
〇

・
二
糎
。
前
後
各

一
丁
に
遊
紙
。

袋
綴
。

八
行
ベ
タ
書
。
題
簸
が
左
肩
に
あ
る
。
縦
九

・
九
糎
、
横
二

・
一
糎
で
、

上
の
方
に
詰
め
て

「菅
家
後
集
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
表
二

首
と
巨
為
時
作
贈
太
政
大
臣
の
詔
勅
と
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
に

「天
承
元
年
八
月
八
日
新
納
北
野
聖
廟
以
宮
寺
権
上
座
勝
還
令
触
留
守

 
 
せ

政
所
/
円
真
大
法
師
 
/
朝
散
大
夫
藤
廣
兼
○
○
○
○
」
と
あ
る

（/

は
改
行
を
示
す
）
。
二
〇
丁
。
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ω
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
大
島
文
庫
本

写
本
。

一
冊
。

厚
紙
表
紙
。
縦
三
〇

・
四
糎
。
横
二
〇
糎
。
紙
は
楮
紙
。
袋
綴
。

十
五
字
入
行
詰
。
題
倉
が
左
肩
に
あ
る
。
縦
十
七

・
六
糎
、
横
三

・
四

糎
で

「菅
家
後
集
」
の
紙
を
貼
付
す
る
。
朱
筆
の
頭
注
及
び
句
点
が
全

頁
に
施
さ
れ
て
い
る
。
又
朱
筆
の
イ
本
校
合
書
入
等
が
あ
る
。
返
点

・

送
仮
名
等
は
な
し
。
二
十
八
丁
。

㈲
内
閣
文
庫
本

写
本
。

一
冊
。

藍
表
紙
。
後

一
丁
遊
紙
。

八
行
十
七
字
詰
。
題
余
が
左
肩
に
あ
る
。
上

の
方
か
ら
詰
め
て

「菅
家

文
草
十
三
終
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
「見
右
丞
相
献
家
集
」
か
ら

「讃

開
元
詔
書

古
調
五
言
」
の
四
句
目

コ

為
老
人
星
」
ま
で
訓
点
が
付

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
無
点
で
あ
る
。
二
十
三
丁
。

㈲
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫
本

写
本
。

一
冊
。

淡
茶
色

の
表
紙
。
楮
紙
。
縦
二
十
三

・
二
糎
、
横
十
六

・
六
糎
。
袋
綴
。

十
四
字
八
行
詰
。
遊
紙
前
後
各

一
丁
。

「松
雲
公
採
集
遺
編
類
纂
、

一
七
七
詩
歌
」
の
紙

（縦
十
六

・
四
糎
、

横
三

・
二
糎
）
を
左
上
方
に
貼
付
す
る
。
全

一
〇
〇
丁
の
う
ち
、

『菅

家
文
草
』
抄
出
十

一
丁
。

『菅
家
後
集
』
抄
出
六
丁
。
巻
末
に

「明
和

三
年
初
夏
、
末
孫
藤
原
為
村
」
の
識
語
を
付
す
。
目
次
巻
頭
に

「松
雲

公
遺
稿
古
文
類
纂

森
田
平
次
輯
纂
」
の
一
文
を
付
す
。
収
録
さ
れ
て

い
る
作
品
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「萬
葉
集
長
歌
並
抄
出
」「懐
風
藻
抄
出
」
「菅
家
文
草
並
後
草
抄
出
」

「梅
城
録
」
「讃
讃
千
字
文
詩
」
「氣
多
宮
歌
合
」
「南
朝
記
傳
抄
出
」
「李
花

集
新
葉
集
抄
出
」
「醍
醐
雑
抄
抄
出
」
「冷
泉
為
和
卿
集
抄
出
」

⑩
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
本

（
一
）

写
本
。

一
冊
。

青
色
表
紙
。
紙
は
楮
紙
。
縦
二
十
五

・
二
糎
、
横
十
七

・
二
糎
。

前
後
に
一
丁
、
遊
紙
が
あ
る
。

九
行
二
〇
字
詰
。

全
文
に
朱
筆
に
よ
る
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
末
に
墨
書
で

「天
保

二
年
辛
卯
十
月
謹
模
写
之
、
菅
家
三
十
七
世
孫
中
務
卿
信
積
」
と
書
写

名
を
注
記
し
て
い
る
。
二
十

一
丁
。

ω
太
宰
府
天
満
宮
所
蔵
本

（二
）

写
本
。

一
冊
。

茶
色
表
紙
。
紙
は
楮
紙
。
縦
二
十
六
糎
。
横
十
九
糎
。

九
行
十
七
字
詰
。

部
分
的
に
墨
筆
に
よ
る
句
点
が
付
し
て
あ
る
。
途
中

「東
山
小
雪
」

み
墨
筆
の
訓
点
が
付
し
て
あ
る
。

の
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最
後
に
黒
川
道
祐
の

二
十
三
丁
。

「菅
家
後
草
巻
十
三
蹟
」
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は

『菅
家
後
集
』
の
中
で
調
査

・
考
察
を
済
ま
せ
た
。
「
柵
五
言

自
詠
」
の
注
釈
を
二
章
で
、
「
捌
聞
旅
雁
」
の
注
釈
を
三
章
で
試
み
た
い

へ

む

と
田心う

注
釈
を
試
み
る
に
あ
た
り
先
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
業
績
に
負
う
こ
と
多
大

で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
○
川
口
久
雄
氏
校
注

『日
本
古
典
文
学
大
系

菅

家
文
草

・
菅
家
後
集
』
○
小
島
憲
之
氏
編

『
王
朝
漢
詩
選
』
○
小
島
憲

之

・
山
本
登
朗
氏
共
著

『日
本
漢
詩
人
選
集

菅
原
道
真
』
○
清
藤
鶴
美

氏
著

『菅
家
の
文
草
』
の
著
作
よ
り
通
釈

・
語
釈
を
試
み
る
上
で
多
く
の

教
示
を
得
た
。

注
釈
を
進
め
る
上
で
の

「凡
例
」
を
次
に
示
し
て
本
論
に
入
り
た
い
。

凡
例

、
底
本
に
は
川
口
久
雄
氏
が
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
に
採
ら
れ
て
い
る

「前
田
家
尊
経
閣
所
蔵
本

（
一
）」
を
用
い
た
。

、
原
詩

の
み
正
字
で
載
せ
、
語
釈

・
通
釈
等
は
現
代
か
な
つ
か
い
を
用

い
た
。

、
注
釈

に
あ
た
り
、
『菅
家
後
集
』
の
作
品
番
号
は
、
岩
波
日
本
古
典

文
学
大
系
本
の
そ
れ
に
な
ら

い
参
考
と
し
て
引
用
し
た
嶋
田
忠
臣
の

『田
氏
家
集
』
の
作
品
番
号
は
内
田
順
子
氏
編

『
田
氏
家
集
索
引
』
に

拠
り
、
紀
長
谷
雄
の
漢
詩
文
の
作
品
番
号
は
三
木
雅
博
氏
編

『紀
長
谷

雄
漢
詩
文
集
並
び
に
漢
字
索
引
』
に
拠

っ
た
。
又
白
居
易
の

『白
氏
文

集
』
の
作
品
番
号
は
花
房
英
樹
氏
著

『白
氏
文
集
の
批
判
的
研
究
』
の

そ
れ
に
な
ら
っ
た
。

一
、
校
異
に
用
い
た
諸
本
は
以
下
の
よ
う
に
略
号
で
示
す
。
順
不
同
。

〔

写

本
〕

（

尊
一
）

■
●

●

尊
経
閣
所蔵

本
（

こ

一

冊
（（

底

本））

（

尊
二
）

●
●

●

尊
経
閣
所蔵

本
（
二）

一

冊

（

尊
三
）

■

■

・

尊
経閣

所蔵

本
（
三）

一

冊

（

尊
四
）

●
●

●

尊
経
閣
所蔵

本
（
四）

一

冊

（
内

こ
●
●

●

内
閣文

庫本

（

こ

一

冊

（

静

嘉）
●
●

●

静
嘉堂

所蔵

本

一

冊

（

大

島）
■
●

●

金
沢
市
大島

本

一

冊

（

加
越
）

●

●
●

金
沢
市
加越

能
文
庫本

一

冊

（
太

こ
■
●

●

太
宰府

天
満
宮
所
蔵本

（

こ

一

冊

（

太
二
）

O

●

O

太
宰府

天
満
宮
所
蔵本

（
二
）

一

冊

（

松

平）
●

■

●

島
原松

平文

庫
本

一

冊

〔

刊

本
一

（
金
沢
大）

・

O

O

金
沢
大学

所
蔵
本

一

冊
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（

中
之

島）
●

●
O

大
阪府

立
中
之
島
図
書
館所

蔵
本

一

冊

（

九
州

大）
●

●
●

九
州
大
学
所蔵

本

一

冊

（
京
都大

）
●

■
■

京
都大

学
所蔵

本

一

冊

（
筑波

大）
●

O
●

筑
波大

学
所蔵

本

一

冊

（
東北

大）
.

■

.

東
北大

学
所
蔵
本

一

冊

（
東洋

大）
●

O
●

東
洋大

学
所
蔵
本

一

冊

（
書
綾部

）
●

●
●

書
綾部

所
蔵
本

一

冊

（

舞鶴

）

.

.

■

舞
鶴中

央
図書

館
所
蔵
本

一

冊

（

鈴
鹿）

●
●

●

鈴
鹿
文庫

本

一

冊

（
住
吉

こ
■

O
■

住
吉大

社
所蔵

本
（

こ

一

冊

（

住
吉
二
）

●
●

●

住吉

大
社
所蔵

本
（
二）

一

冊

（

多和

）

O

O
■

多
和文

庫本

一

冊

（

三

手）

●

●
・

三
手今

井
所
蔵
本

一

冊

（
島根

大）
●

●

●

島
根大

学所

蔵
本

一

冊

（

内閣

二
）

●

.
●

内
閣文

庫本

（
二）

一

冊

（

内

閣
三）

O

O
●

内
閣文

庫本

（
三）

一

冊

（

内

閣
四）

●
●

●

内
閣文

庫本

（
四）

一

冊

（

川
口）

●

●
O

石
川
県
立
図
書
館
川
口
文庫

本

一

冊

二

76

謝自

詠 

4

離
家
三
四
月

○
○
○
●
●

落
涙
百
千
行

●
●
●
○
◎

万
事
皆
如
夢

●
●
○
○
●

F

時
々

仰
彼

蒼

○○

●
●

◎脚韻は下平声陽韻。韻

字
は
行
・

蒼

一
、

平

灰
の

表
記
に

は
、

平

声
に

○、

灰

声
に

●、

韻

字
に

◎
を

用
い

た
。

一
、

語

釈
等
で

主
に

利用

し
た

辞

典
は
、

『大

漢
和
辞
典』

及
び
漢
語
大

詞典

編
輯
委
員
会
編纂

『
漢
語
大
詞
典』

で

あ
る
。

團ド
〇

五

言
…

ナ

シ

（内

一
）
（大

島
）
（
加

越

）
（松
平

）
（尊

一

（太
二
）
圓

∪
全
本

○
題
下

「自
此
以
後
州
八
首
諦
中
之
作
」
分
注
…

（内

（尊
四
）
（太

一
）
（太
二
）
∩
馴

∪

全
本

○
頭
注

「自
詠
下
有
五
言
二
字
分
注
自
此
以
下
無
」
…

○
頭
注

「昌
泰
四
年
」「諦
中
之
作
」
…

（加
越
）

○
頭
注

「昌
泰
四
年
」
…

（松
平
）
（尊
四
）

ド
○
仰

（●
）
…
仔

（○
）
（松
平
）

ド
○
彼

（●
）
…
被

（●
）
（尊
四
）
（松
平
）

一）
（尊

四

）
（太

一
）

こ

（松

平

）
（大
島

）

（大
島

）
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團
・
家
を

離
れ

て
三

四
月

・
落

つ
る
涙

は
百

千
行

・
万
事

皆
夢

の
ご

と
し

・
時

々
彼
蒼

を
仰

ぐ

図
・
京
都

の
家

を
離

れ

て
も

う

三

・
四
箇

月
が
経

つ
。

・
涙
が

こ
ぼ

れ

て
百
す

じ
千

す
じ

頬
を

つ
た

っ
て
流

れ
く

だ

る
。

・
（人

生

の
転
変

の
激

し
さ

に
あ
き

れ

は

て

て
）
世

の
中

の
全

て

の

こ
と

は
夢

と
思
う

ほ

か
は
な

い
。

・
か

の
青

い
天
を
振

り
仰

い
で
は

、
我

が
身

の
不

運
を

訴
え

る
。

囲
○
離
家
…

（京
都
の
）
家
を
離
れ
る
。
家
族
と
別
れ
て
暮
ら
す
。『楚
辞
』

「九
辮
」
に

「去
郷
離
家
分
裸
遠
客
、
超
適
遙
号
今
焉
薄
」
の
句
が
見
え

る
。
畢

隔
囮
国
圏

参
照
。
『菅
家
文
草
≒
75
秋
日
山
行
二
十
韻
」
に

「歩

暦
三
秋
暮
、
一圏
刎
五
日
朝
」
の
句
が
、
「㎜
舟
行
五
事
i
三
首
」
に

「客
有

離
家
者
、
看
寛
涯
血
喘
」
の
句
が
、
「
脇
題
騨
棲
壁
」
に

「離
家
四
日
自

傷
春
梅
柳
何
因
鯛
盧
新
」
の
句
が
見
え
る
。
（傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
）

〇
三

・
四
月
…
岩
波
古
典
大
系
本
の
頭
注
で
川
口
久
雄
氏
は

「す
で
に
太

宰
府
の
調
居
に
落
ち
つ
い
て
詠
ん
だ
も
の
と
見
え
る
。
二
月

一
日
に
京
を

離
れ
て
い
る
か
ら
三
、
四
ヵ
月
を
経
過
し
て
、
こ
れ
を
詠
ん
だ
の
は
、
四

月
か
五
月
ご
ろ
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

○
落
涙
…
涙
を
流
す
。落
ち
る
涙
。
『田
氏
家
集
』
「
37
於
右
丞
相
省
中
直
盧

讃
史
記
寛
詠
史
得
高
租
磨
敢
」
に

「萬
乗
威
加
新
海
内

激
行
測
測
故
郷

情
」
の
句
が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』
「
㎜
冬
夜

閑
居
話
奮
以
霜
爲
韻
」
に

「不
恨
寒
更
三
五
去
、
無
堪
溜
洌
百
千
行
」
と

い
う
同

一
表
現
が
見
え
る

し
、
「加
同
諸
小
見
、
旅
館
庚
申
夜
、
賦
静
室
寒
燈
明
之
詩
」
に

「強
勧

微
心
錐
未
死
、
頻
収
測
測
自
爲
悲
」
の
句
が
、
『菅
家
後
集
≒
姻
叙
意

一

百
韻
」
に

「落
涙
欺
朝
露
、
晴
聲
乱
杜
鵤
」
の
句
が
見
え
る
。

○
行
…
頬
を
つ
た
っ
て
流
れ
る
涙
の
す
じ
。
『
菅
家
文
草
』
に
は
前
述
の

「㎜
冬
夜
閑
居
話
奮
、
以
霜
爲
韻
」
の
六
句
目
に

「無
堪
落
涙
百
千
行
」

と
あ
る
他
、
「m
得
故
人
書
、
以
詩
答
之
」
に

「折
封
知
再
改
風
光
、
讃

未
三
行
涙
数
行
」、
『菅
家
後
集
』
「
鰯
突
奥
州
藤
使
君
」
に

「言
之
涙
千
行
、

生
路
今
如
此
」
の
句
が
見
え
る
。

○
万
事
…
す
べ
て
の
事
。
あ
ら
ゆ
る
事
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「
一
切

事
」
と
説
明
し

「李
白

・
古
風
之
五
九
」
の

「
萬
事
固
如
此
、
人
生
無
定

期
」
の
例
を
採
る
。
『菅
家
文
草
』
に
は

「肥
驚
冬
」
に

「不
愁
官
考
三

年
羅
、
唯
歎
生
涯
万
事
非
」
の
句
が
見
え
、
「㎜
濁
吟
」
に

「詩
興
憂
來
爲

感
興
、
關
身
万
事
自
然
悲
」
の
句
が
見
え
る
。

○
如
夢
…

『日
本
漢
詩
人
選
集

菅
原
道
真
』

の
中
で
、
小
島
憲
之
氏
は

 

 

『白
氏
文
集
』
「
脚
枕
上
作
」
の
五

.
六
句
目

「
廻
思
往
時
紛
如
夢
、
轄
畳

齢
生
杏
若
浮
」
を
例
に
引
き

「過
去
の
で
き
ご
と
な
ど
が
夢
の
よ
う
だ
と

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
こ
こ
は
逆

に
、
現
在
に
至
る
こ
の

「離
家
三
四
月
」
の
こ
と
を
さ
し
て
言
う
。
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な

っ
た

一39一



の
か
、
作
者
に
は
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
ず
、
現
在
の
状
態
に
納
得
す
る
こ

と
も
で
き
ず
に
い
る
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

○
時
々
…

い
つ
も
。
常
に
。
『漢
語
大
詞
典
』
に

「常
常
」
と
説
明
が
あ
り

「唐
李
成
用
」
の

「題
劉
盧
士
居
詩
」
の

「漢
鳥
時
時
窺
戸
腰
、
山
雲
往

 

往
宿
庭
除
」
を
載
せ
る
。『白
氏
文
集
』
「
12
題
令
狐
家
木
蘭
花
」
に

「從
此

3

時
時
春
夢
裏
、
磨
添

一
樹
女
郎
花
」
の
句
が
見
え
る
。

○
仰
…

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

「仰
天
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。

仰
望
天
空
。
多
為
人
野
発
抑
郁
或
激
動
心
情
時
的
状
態

と
し
て
、
『春
秋
左
氏
傳
』
「嚢
公
二
十
五
年
」
の

「曇
子
仰
天
歎
日
、
嬰

所
不
唯
忠
於
君
、
利
社
稜
者
與
、
有
如
上
帝
」
の

一
文
及
び

「李
白
、
南

陵
別
児
童
人
京
詩
」
の

「仰
天
大
笑
出
門
去
、
我
輩
豊
是
蕎
人
」
の
句
を

引
用
し
て
い
る
。

○
蒼
…
蒼
天
。
天
。
あ
お
そ
ら
。
大
空
。
天
は
遠
く
か
ら
眺
め
た
と
き
蒼

蒼
然
と
し
て
青
い
か
ら
い
う
。
蒼
空
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「e
指
天
」

と
説
明
し

『詩
経
』
「王
風

.
黍
寓
」
の

「悠
悠
蒼
天
、
此
何
人
哉
。
（毛
傳
）

蒼
天
以
体
言
之
…
擦
遠
視
之
蒼
蒼
然
、
則
称
蒼
天
」
の

一
文
を
載
せ
る
。

○
彼
蒼
…

『漢
語
大
詞
典
』
に
は

『詩
経
』
「秦
風

・
黄
鳥
」
の

「彼
蒼
者

天
、
蛾
我
良
人

（孔
顛
達
疏
）
彼
蒼
蒼
者
是
在
上
之
天
」
を
引
き

「后
因

以
代
称
天
」
と
説
明
す
る
。
又
、
「漢
察
瑛
」
の

「悲
憤
詩
之

一
」
の

「彼

劃
者
何
享
、
乃
遭
此
房
禍
」
の
句
を
載
せ
る
。
『菅
家
文
草
≒
躍
三
月
三
日
、

同
賦
花
時
天
似
酔
、
磨
製
」
に

「三
日
春
酎
思
曲
水
、
彼
蒼
温
克
被
花
催
」

の
句
が
見
え
る
。

團
●
詩
題

「自
詠
」
と

一
句
目

「離
家
三
四
月
」

の

「離
家
」
の
表
現
に
つ

い
て

菅
野
禮
行
氏
は
著
書

『平
安
初
期
に
お
け
る
日
本
漢
詩
の
比
較
文
學
的

研
究
』
の
中
で
、「第
三
節

道
眞
の
文
學
と
白
居
易
の
文
學

・
四

道
眞

に
お
け
る

「自
詠
」
の
詩
の
一
考
察
」
と
し
て
こ
の
詩
に
つ
い
て
注
目
す

べ
き

一
文
を
公
に
さ
れ
て
い
る
。
以
下
菅
野
氏

の
論
を
要
約
す
る
形
で
引

用
し
て
み
る
。

菅
野
氏
は

「
『粥
自
詠
』
の
詩
が
後
集
の
開
巻
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る

こ
と
自
体
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
」
と
さ
れ
、
そ
れ
は

「道
眞
は
左
遷
当

初
に
お
け
る
自
ら
の
心
境
を
最
も
よ
く
物
語
る
作
品
の
一
つ
と
し
て
こ
の

『粥
自
詠
』
の
詩
を
意
図
的
に
、
後
集
の
巻
頭
に
置
い
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
『菅
家
後
集
』
が
不
遇
の
中
に
悶
死
し
た
道
真
の
遺
言
詩
集
で
あ
る

な
ら
ば
、
幽
囚
の
身
で
あ
っ
た
作
者
が
、
当
時
、
恐
ら
く
は
明
か
ら
さ
ま

に
言
え
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
心
情
が
、
こ
の
詩
の
中
に
も
秘

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。」
（五
〇
三
頁
）
（筆
者
の
判
で
原

文
の
旧
字
体
を
新
字
体
に
変
え
て
引
用
し
た
。
以
下
同
じ
）
と
論
を
起
こ

さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
こ
の
菅
野
氏
の
論
に
同
意
す
る
。
現
時
点
で
は
推

測
の
域
を
出
な
い
の
だ
が
、
『菅
家
後
集
』
の
作
品
の
配
列
に
は
、
道
真

自
身
の
深
い
配
慮
と
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
単
な
る

制
作
順
の
配
列
で
は
な
く
、
『菅
家
後
集
』
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
表

に
出
て
い
な
い
多
く
の
作
品
の
取
捨
選
択
を
施
し
た
後
、
と
り
わ
け
巻
頭
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の
詩

「妬
自
詠
」
と
巻
末
の

「
阻
諦
居
春
雪
」
の
配
列
に
は
道
真
の
万
感

の
念
を
込
め
た
意
図
的
な
そ
れ
が
な
さ
れ
て
お
り
、
「粥
自
詠
」
を

「
鵬

調
居
春
雪
」
の
詩
情
が
見
事
に
呼
応
す
る
よ
う
に
熟
慮
さ
れ
た
上
で
の
漢

詩
集
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら

『菅
家
後
集
』
の
全
作
品
の
注

釈
を
通
し
て
実
証
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
筆
者
の
推
測

に
こ
の
菅
野
氏
の
論
は
大
き
な
支
柱
と
な
る
。

更
に
菅
野
氏
は

「自
詠
」
と
い
う
詩
題
に
つ
い
て

『白
氏
文
集
』
と
の

比
較
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「自
詠
」と
い
う
同

一
詩

題
が

『白
氏
文
集
』
で
は
十
二
首
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
「
『自
詠
』
の

詩
の
詩
的
情
趣
と
い
う
点
に
な
る
と
道
真
と
白
居
易
と
の
間
に
大
き
な
相

違
が
見
ら
れ
る
」「同

一
題
で
あ
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
極
端
に
対
照
的
で
さ

え
あ
る
」
（五
〇
五
頁
）
と
総
括
さ
れ
、
そ
の
具
体
的
説
明
と
し
て

「こ
れ

ら
の
内
容
は
い
ず
れ
も
、
白
居
易
が
自
ら
の
分
に
応
じ
て
、
そ
の
境
遇
に

甘
ん
じ
て

い
る
心
境
を
叙
し
た
も
の
で
あ
る
。」
「遙
か
に
首
都
を
離
れ
た

異
地
の
地
で
の
作
と
い
う
点
で
は
道
真
の

「
粥
自
詠
』
の
詩
の
作
詩
的
背

景
と
共
通
す
る
」
「そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
真
の

『
柵
自
詠
』
の
詩
に

見
ら
れ
る
詩
的
情
趣
は
、
白
居
易
の
よ
う
に
悠
々
と
自
適
す
る
趣
は
片
鱗

も
見
ら
れ
な
い
」
（五
〇
六
頁
）「題
や
表
現
が
明
ら
か
に
白
詩
に
依
拠
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
の
に
」
「詩
的
情
趣
そ
の
も
の
が
全
く
隔
絶
し
た
も
の
が

あ
る
」
（五
〇
入
頁
）
の
は
、
白
居
易
以
外
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
更
に
論
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
道
真
の
文
学
の
特
質
の

一
つ
を

「際
立

っ
た
感
傷
性
に
あ
る
」

（五

=
二
頁
）
と
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
れ
が
、
「単
な
る
個
人
的
な
自
己
の

境
遇
を
悲
し
む
と
こ
ろ
に
根
ざ
し
て
い
る
と
は
、
私
に
は
思
え
な
い
。」
「中

国
の
詩
は
、
自
然
を
歌
う
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
も
、
人
生
や
社
会
に
か

か
わ
り
を
持
つ
作
品
が
、
よ
り
多
く
格
調
の
高

い
も
の
で
あ
る
と
い
う

一

般
的
な
伝
統
が
あ
る
。」
（五

=
二
頁
）
「道
真
の
詩
に
は
、
感
受
性
や
素
材
、

ま
た
表
現
の
し
か
た
な
ど
に
、
個
人
や
私
的
な
範
囲
に
と
ど
ま
る
よ
り
も

広
く
人
間
全
体
や
社
会
的
背
景
の
問
題
に
ま
で
立
ち
入
ろ
う
と
す
る
傾
向

が
あ
る
の
も
否
定
で
き
な
い
」
（五

一
四
頁
）
と
述
べ
、
道
真
の
こ
の
詩
の

真
情
は
単
な
る
個
人
的
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
る
も

の
で
は
な
く
、
も

っ
と
高

次
の
社
会
的
な
も
の
を
含
有
し
て
い
る
こ
と
の
実
証
と
し
て

一
句
目

「離

家
三
四
月
」
の

「離
家
」
と
い
う
詩
語
の
使
い
方
に
視
点
を
移
さ
れ
て
い

る
。
中
国
の
古
典
詩
の
用
例
を
多
く
挙
げ
ら
れ
な
が
ら
、
こ
の
語
に

「左

遷
や
追
放
、
或
は
失
意
や
不
満
の
旅
立
ち
と
い

っ
た
特
殊
な
事
情
に
ま

つ

わ
る

一
種
の
悲
哀
感
を
、
言
外
に
感
得
せ
し
む
る
が
ご
と
き
用
法
」
（五
二

三
頁
）
が
あ
り
、
そ
の
悲
哀
感
の
源
流
は
、
■
園
扇
凹

（○
離
家
の
頁
）
で

挙
げ
た

『楚
辞
≒
九
弁
」
の

「離
家
」
に
至
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
こ

の

『楚
辞
』
と
道
真
の
他
の
詩
と
の
比
較
を
通
し
、
『楚
辞
』
か
ら
の
投
影

を
具
体
的
に
実
証
さ
れ
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。「左
遷
当
初

に
お
け
る
心
境
は

『
粥
自
詠
』
の
詩
を
中
心
と
し
て
考
察
し
て
き
た
よ
う

に
、
多
分
に
屈
原
を
意
識
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
道
真
は
、
憂

国
の
真
情
を
屈
原
の
よ
う
に
明
か
ら
さ
ま
に
直
叙
し
な
か

っ
た

『楚
辞
』

的
な
表
現
を
通
し
て
、
そ
れ
と
な
く
暗
黙
の
中

に
訴
え
か
け
る
方
法
を

取
っ
て
い
る
」
「道
真
に
と

っ
て
可
能
な
こ
と
は
心
あ
る
人
に
そ
れ
と
な
く

わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
（五
三
二
頁
）
「道
真
の
感
傷
は
単
な
る
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個

人
的
悲

哀

に
と
ど

ま

る
も

の
で
は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

そ

れ
は

、

個

人

や
私
を

超
え

て
、
よ
り

広

く
社
会

や

国
家

の
現

状
と

将
来

が

こ
れ

で
よ

い
の
か
と

い
う

憤
激

を

、
底

に
た
た
え

て

い
た

も

の
で
は
な

か

っ
た

ろ
う

か

。
」
「
道

真

は
、

配
所

で

の
悲
哀

、
屈

辱

、
孤

独

な

ど

に

対

し

て
、
自

ら

を
暗

に
屈

原

に
比
す

る
こ
と

で
、
身

の
潔

白
を

主

張

し
、
ま

た
慰

め
を
得

て

い
た

の
か
も

知

れ
な

い
」
（
五
三

三
頁

）

つ
ま
り

菅

野
氏

の

一
文

は

「
離
家

」
と

い
う

詩

語

に

『楚

辞
』

の
投
影

が
あ

る

こ
と
を

見
抜

か

れ
、

そ
こ
か

ら
屈

原

の
憂

国

の
情
を

暗

に
自

分
自

身

に
だ

ぶ
ら
せ

る
道

真

の
心
情

に
照

射

さ
せ

よ
う

と
さ

れ

た
も

の

で
あ

っ

た
。

筆
者

は

こ

の
菅

野
氏

の
論

よ
り
多

大

の
教

示

を
受

け

た
。

一
方

で
白

居
易

と

の
同

一
詩
題

の
作

品

の
考

察

で
述

べ
ら

れ

て

い
る
両

者

の
詩

情

の

差
は

、
私
自

身

は

こ
れ

は
道

真

の
意

図

し
た
も

の
だ
と

考
え

て

い
る
。

言

葉
を
換

え

る
な

ら
ば

、
白

詩

に
見

ら

れ

る

「自

詠
」

の
共
通

す

る
詩

情
を

む

 

り

の

む

む

否
定
す
る
手
法
を
使
い
つ
つ
、
道
真
の
太
宰
府
時
代
の
真
情
を

一
層
浮
か

び
あ
が
ら
せ
る
も
の
と
し
て
白
詩
を
効
果
的
に
使
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
論
じ
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
考

え
て
い
る
。三

闘
圃
圏

国
闇
凹

捌

聞
繍

封

我
爲
遷
客
汝
來
賓

●
○
○
●
●
○
◎

共
是
薫
薫
旅
漂
身

●
●
○
○
●
●
◎

敲
枕
思
量
蹄
去
日

○
●
○
○
○
●
●

我
知
何
歳
汝
明
春

●
○
○
●
●
○
◎

脚
韻
は
上
平
声
眞
韻
。
韻
字
は
賓

・
身
・春

囲
○

旅

雁
…

雁

・
鷹

（内

一
）
（大
島

）
（尊

四

）
（松

平
）
（
太

一
）
（
太

二
）

図

全
本

〇

七

言
…

ナ

シ

（内

一
）
（大
島

）
（尊

二
）
（尊

四
）
（
松
平

）
（
太

一
）
（太

二
）

働
凹
囹

全
本

○

題

下

「
鎌
倉

本

作
聞

旅

鵬
」

分
注

…

（大

島

）
（太

一
）
（太

二
）

團

全
本

○
頭
注

「聞
旅
鷹
類
從
本
同
下
有
七
言
二
字
分
注
」
…

（大
島
）

團
・
我

は
遷

客
為

り

、
汝

は
来

賓

せ
う
せ
う

・
共

に
是

れ

薫

々
た

る
旅

漂

の
身

よ

・
枕
に
敲
り
て

帰
去
す
る
日
を
思
量
す
れ
ば

・
我
は
何
れ
の
歳
と
か
知
ら
む

汝
は
明
春

図
・
私
は
西
の
は
て
に
左
遷
さ
れ
て
仮
り
の
住
ま

い
を
余
儀
な
く
強
い
ら
れ
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て
い
る
身

の
上

、
お
ま

え

さ

ん
は
北

の
空
か

ら

や

っ
て
来

た

訪
問

者
。

・
お
互

い
、

も

の
寂

し
く

異

郷

に
さ
す

ら
う
身

の
上

で
あ

る
。

よ
こ
た

・
（夜
も

ろ
く

ろ
く
眠

る

こ
と

も

出
来

ず

目
覚

め

が

ち

で
）
枕

に
歌

わ

っ

た
ま
ま

、

許
さ

れ
京

に
帰

る

こ
と

の
出
来

る
日

を
あ

れ

こ
れ

思
案

す

る
。

・
お
ま
え

さ

ん

は
、
来
年

の
春

に
な
れ
ば

北

の
故

郷

に
帰

ら
れ

よ
う

が
、

私

は

い

っ
た

い
、

い

つ
に
な

っ
た
ら
京

に
戻

る

こ
と

が
出

来

る
と

い
う

の
だ

。

図
○
遷
客
…
左
遷
流
諦
さ
れ
た
人
。
「客
」
と
は

「常
に
住
む
べ
き
所
を
離
れ

て
仮
に
よ
そ
に
行

っ
て
い
る
人
」
を
意
味
す
る
。
「李
白

・
與
史
郎
中
欽

聴
黄
鶴
櫻
吹
笛
詩
」
に

「爲
遷
客
去
長
沙
西
望
長
安
不
見
家
」
の
句
が
見

え
る
。
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は

「指
遭
既
斥
放
逐
之
人
」
と
の
説
明
が
あ

り

「南
朝
梁
江
滝

・
恨
賦
」
の

「或
有
孤
臣
危
涕
、
華
子
墜
心
、
遷
客
海

む

上
、
流
戊
朧
陰
」
の
例
を
ひ
く
。
『白
氏
文
集
』
「59
山
鵬
鵡
」
に

「櫻
上
舟

む

中
夜
闇
入
、
夢
郷
遷
客
展
輻
臥
」
の
句
が
見
え
る
他
、
白
詩
に
は
こ
の
語

が
多
く
見
ら
れ
る
。
『菅
家
後
集
』
「
枷
雨
夜
」
に

「農
夫
喜
有
鯨
、
翻

甚
煩
癌
」

の
句
が
、
「棚
題
竹
床
子
」
に

「磨
是
商
人
留
別
去
、
自
今
遷

客
著
相
將
」

の
句
が
、
「
鵬
燈
滅
二
絶
ー
二
」
に

「遷
客
悲
愁
陰
夜
倍
」

の
句
が
見
え
る
。

○
來
賓
…

お
客
と
し
て
来
る
。
又
、
そ
の
人
。
来
客
。
『禮
記
≒
月
令

・

季
秋
」
に

「鴻
雁
來
賓
」
と
あ
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「
θ
來
作
賓

客
」
と
説
明
し
、
『逸
周
書
≒
時
訓
」
の

「寒
露
之
日
、
鴻
雁
來
賓
」
の

例
を
ひ
く
。
こ
こ
で
は
北
国
か
ら
渡
っ
て
来
た
雁
を
擬
人
化
し
た
も
の
。

『
田
氏
家
集
』
「
m
七
言
夏
夜
於
鴻
腫

饒
北
客
蹄
郷

一
首
」
に

「遠
來
賓

鯛
接
漱
娯
、旬
景
災
心
白
首
倶
」
の
類
似
し
た
句

が
見
え
る
。
『菅
家
文
草
』

「
魍
重
陽
日
、
侍
宴
紫
農
殿
、
同
賦
玉
燭
歌
、
磨
製
。
六
韻
己
上
成
」
に

「菊
知
供
奉
霜
簸
近
、
雁
守
來
賓
雲
路
遙
」
の
句
が
見
え
る
。
又
、
「
㎜

重
陽
後
朝
、
同
賦
秋
雁
櫓
聲
來
磨
製
井
序
」
の
詩
序
の
一
文
に

「重
陽
之

後
、
翌
日
之
夕
、

雁

月

下

、
櫓
聲
者
風
窓
之
聴
也
」
の
例
が

見
え
る
。

○
瀟
薫
…
も
の
さ
び
し
い
さ
ま
。
『漢
語
大
詞
典
』
に

「㊤
薫
条

・
寂
静
」

と
説
明
し
、
「晋
陶
潜

・自
祭
文
」
の

「音
皆
我
行
、
薫
薫
墓
門
、
奢
恥

宋
臣
、
,倹
笑
王
孫
」
の
例
を
、
又

「唐
咬
然

・
往
丹
陽
尋
陸
庭
士
不
遇
詩
」

の

「寒
花
寂
寂
偏
花
降
、
柳
色
薫
蒲
愁
暮
蝉
」
の
例
を
ひ
く
0
『白
氏
文
集
』

 

 

に
は

「19

一
葉
落
」
に

「薫
薫
秋
林
下
、

一
葉
忽
先
委
」
の
句
が
見
え
る

 

他
、
多
く
の
用
例
が
あ
る
。
『菅
家
文
草
』
に
は

「76
海
上
月
夜
」
に

「秋

風
海
上
宿
蔵
花
、
況
復
瀟
薫
客
望
除
」
の
句
が
、
又

「
鋪
重
陽
後
朝
、
同

賦
秋
雁
櫓
聲
來
、
磨
製
。
井
序
」
に

「碧
紗
窓
下
櫓
聲
幽
、
聞
説
薫
々
旅

雁
秋
」
の
句
が
、
又

「脳
謝
文
進
士
新
及
第
、
拝
僻
老
母
、
尋
訪
奮
師
」

に

「怪
來
言
笑
夢
中
聞
、
客
舎
瀟
々
夜
半
分
」
の
句
が
見
え
る
。

よ

○
敲
枕
…
枕
に
衙
り
か
か
る
。
枕
に
も
た
れ
る
。
中
国
古
典
籍
の
用
例
考

察
に
つ
い
て
は
後
の

閣
囮
国
図

で
詳
述
す
る
。
『菅
家
文
草
』
「
旧
石
泉
」
に

「敲
枕
閑
窓
臥
、
微
聲
石
下
泉
」

の
句
が
見
え
る
。

○
思
量
…
思
い
は
か
る
。
考
え
め
ぐ
ら
す
。
種
々
に
考
案
す
る
。
思
料
。

『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「考
慮

・
付
度
」
と
説
明
し

「唐
杜
筍
鶴

・
秋
日
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寄
吟
友
詩
」
の

「間
坐
細
貿

、
惟
吟
不
可
忘
」
の
句
を
挙
げ
る
。『菅
家

文
草
』
「㎜
客
舎
冬
夜
」
に

「則
劃

世
事
長
開
眼
、
不
得
知
音
夢
裏
逢
」
の

句
が
、
「
脳
冬
夜
閑
思
」
に

「千
万
則
…劃
身
上
事
、
窓
間
報
得
欲
明
天
」

の
句
が
見
え
る
。『菅
家
後
集
』
「鵬
九
月
鑑
」
に

「思
量
何
事
中
庭
立
、
黄

菊
残
花
白
髪
頭
」
の
句
が
見
え
る
。

○
蹄
去
…
帰
り
去
る
。
『漢
語
大
詞
典
』
で
は

「回
去
」
と
説
明
し
、
「陶

潜

・
帰
去
來
分
辞
」
の

「蹄
去
來
分
田
園
將
蕪
、
胡
不
蹄
」
の
例
、
「杜

甫

・
登
劉
郎
浦
詩
」
の

「白
頭
厭
伴
漁
人
宿
、
黄
帽
青
鮭
蹄
去
來
」
の
例

を
挙
げ
る
。
『菅
家
文
草
』
に
は

「喜
雨
詩
」
に

「田
翁
舅

虞
、
停
立
盛

時
琶
」
の
句
が

「娚
中
途
途
春
」
に

「風
光
今
日
東
蹄
去
、

一
雨
心
情
且

附
陳
」
の
句
が
見
え
る
。

○
明
春
…
明
年
の
春
。
来
春
。『菅
家
文
草
』
に
は

「搦
相
國
東
閤
饒
席
」

に

「欲
辞
東
閤
何
為
恨
、
不
見
明
春
洛
下
花
」
の
句
が
、
又

「劉
予
會
経

以
聞
群
臣
賦
花
鳥
共
逢
春
之
詩
、
寄
上
前
濃
州
田
別
駕
。
別
駕
今
之
不
遺
、

遠
辱
還
答
、
詩
篇
之
外
、
別
附
書
問
。
予
先
讃
消
息
。
詩
云
書
云
。
不
畳

流
涙
。
更
用
園
字
、
重
感
花
鳥
」
に

「努
力
明
春
求
友
到
、

一
枝
巣
在
奮

立
園
」
の
句
が
見
え
る
。

團
●
詩
題

「聞
旅
雁
」
と

}
句
目

「我
爲
遷
客
汝
來
賓
」
の

「汝
來
賓
」
の

表
現
に
つ
い
て

既
に

国
圏
圏
■
の
所
で
指
摘
し
た
所
だ
が
、
一
句
目
の

「汝
來
賓
」
に

表
現
は

『礼
記
』
「月
令

.
季
秋
」
に

「季
秋
之
月
、
鴻
鷹
來
賓
」
を
踏
ま

え
た
も
の
だ
が
こ
の

一
文
は

『藝
文
類
聚
』
「秋
」
の
項
に

「禮
記
日
、
（中

略
）
仲
秋
之
月
、
鴻
雁
來
、
玄
鳥
蹄
、
華
鳥
養
差
、
季
秋
之
月
、
鴻
雁
來

賓
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
。
又
同
じ
く

『藝
文
類
聚
』
「鳥
部

・
鷹
」
の
項

に

「周
書
日
、
白
露
之
日
、
鴻
騙
來
、
寒
露
之

日
、
又
來
」
と
い
っ
た

一

文
が
あ
る
。

一
方
、
こ
の
詩
題
の

「聞
旅
雁
」
の

「雁
」

の
語
に
は
、
「
（漢
の
蘇
武

は
旬
奴
に
使
節
と
し
て
出
か
け
た
が
部
下
が
関
連
し
た
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
、
捕
ら
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
。
度
重
な
る
降
伏
へ
の
誘
い
に
も
応
じ
ぬ

蘇
武
を
旬
奴
は
北
海
の
辺
り
に
移
し
羊
飼
い
を
さ
せ
た
。
辛
苦
を
き
わ
め

な
が
ら
も
忍
ん
で
い
る
う
ち
に
漢
と
旬
奴
が
和
睦
し
た
。
漢
は
蘇
武

一
行

の
帰
還
を
求
め
た
が
、
旬
奴
は
蘇
武
は
死
ん
だ
と
偽

っ
て
応
じ
な
か
っ
た
。

の
ち
漢
の
使
者
が
旬
奴
を
訪
れ
た
と
き
、
蘇
武

の
部
下
で
あ

っ
た
常
恵
は

ひ
そ
か
に
漢
の
使
者
と
会
い
）
使
者
が
旬
奴
の
王
の
単
干
に
つ
ぎ
の
よ
う

に
言
う
よ
う
に
し
む
け
た
。
「漢
の
帝

（昭
帝
）
が
上
林
苑
で
雁
を
射
落

き
ぬ

と
し
た
と
こ
ろ
、
足
に
吊
に
書
い
た
手
紙
が
縛
り
つ
け
て
あ
り

『蘇
武
た

ち
は
あ
る
沼
沢
の
中
に
い
る
。』
と
書
い
て
あ
っ
た
」
と
。
（使
者
は
そ
の

と
お
り
に
単
子
に
告
げ
、
や
が
て
蘇
武
た
ち
は
漢
に
帰
る
こ
と
が
で
き

た
。）」
（『一二
省
堂
中
国
故
事
成
語
辞
典
』
一
四
二
頁
）
と
い
う

『漢
書
』
「蘇

武
伝
」
の
蘇
武
の
故
事
を
響
か
せ
な
が
ら
暗
に
望
京
の
念
を
込
め
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
思
い
を
更
に
直
接
に
表
現
し
た
の
が
『菅
家
後
集
』

の
最
後
に
載
せ
る

「
脳
諦
居
春
雪
」
の
三
句
目

「雁
足
軸
將
疑
繋
吊
」
の

句
で
あ
る
。
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な

お
、

こ

の

『
漢
書

』

の

一
文

は

『
藝
文

類
聚

』
「鳥

部

・
雁
」

の
項

に

「
史

記
日
、

蘇
武

在
旬

奴
中

、

昭
帝
遣

使
通

和
、

武

思
蹄

、

乃
夜

見
漢

使
、

使
謂

輩

干
日

、
天

子
射

上
林

中
、
得

鷹

、
足
有

係
畠

書

、

言
武

等
在

其

澤
中

、
使
者

如
其

言

、
輩

干
大
驚

、

乃
使
武

還
」

と

載

せ
る

。

●
二
句
目

「共
是
瀟
々
旅
漂
身
」
の
表
現
に
つ
い
て

 

『白
氏
文
集
』
の
中
に
類
似
詩
題
と
し
て
「
㎜
放
旅
膓

元
和
十
年
冬
作
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
中
の
九

・
十
句
に
こ
の
道
真
の
二
句
目
の
表
現

へ
の
投
影
を
思
わ
せ
る
次
の
よ
う
な
表
現
が
あ
る
。
「我
本
北
人
今
謎
諦
、

人
鳥
難
殊
同
是
客
」

●
三
句
目

「敲
枕
思
量
蹄
去
日
」
の

「敲
枕
」
の
表
現
に
つ
い
て

こ

の
詩
語

へ
の
投
影
を

う

か

が
え

る
も

の
と

し

て
先

学

の
指
摘

に
も

あ

 

る
よ
う

に

『白

氏

文
集
』
「
97
香
鐘
峯

下

、
新
卜

山

居

、
草
堂

初
成

、
偶

題

む

東
壁
五
首
⊥

二
」
の

「遺
愛
寺
鐘
欲
枕
聰
、
香
櫨
峯
雪
擾
簾
看
」
の
二
句

が
あ
る
こ
と
は
つ
と
に
有
名
だ
が
、
こ
の

「遺
愛
寺
鐘
歌
枕
聴
」
の

「欲

枕
」
を
具
体
的
に
考
察
さ
れ
た
も
の
に
松
浦
友
久
氏
の

「『万
葉
集
』
と

い
う
名
の
双
関
語
-
日
中
詩
学
ノ
ー
ト
i
」
と
い
う
著
が
あ
る
。
松
浦
氏

は
こ
の
著

の
中
で
、
ま
ず

「欲

（敲

・敲

・敵
）
枕
」
に
は
ど
の
よ
う
な

よ

そ
ば
だ

動
作
を
意
味
す
る
の
か
と
問
題
提
示
さ
れ
、
訓
み
と
し
て
は

「枕
を
歌
つ
」

 

 

と
い
う
も

の
に
異
論
は
な
い
が
、
動
作
の
意
味
す
る
も
の
は
①
枕
に
耳
を

そ
ば
だ

 

 

 

 

 

 

 

よ
こ
た

歌
だ
て
る
。
②
枕
そ
の
も
の
を
歌
て
る

（傾
け
る
）
③
作
者
が
枕
に
歌
わ

よ

る
。

枕

に
歌

る
と

い
う

三
説

を
挙

げ

ら

れ

て

い
る

。
そ

し

て
松

浦

氏

の
結

論

と
し

て

は
③

説

が
白

詩

の
実
態

を

読

み
と

っ
た
解

釈
と

さ

れ

る
。
そ

の

説

の
実
証

と

し

て

『白

氏
文

集
』

の

「欲

枕
」

の
用
例
を

始

め
と

し

て
、

他

の
多

く

の
中

国

の
古

典
籍

の
例
を

ひ
き

な

が
ら

、
説
得

力

の
あ

る
考

察

を

な
さ

れ

て

い
る
。

こ

の

一
文

の
最

後

に
次

の
よ

う
な
ま

と

め
を

さ

れ

て

い
る
。

 

①

「
欲

枕
」

の

「欲
」

が
自

動

詞

で
あ

る

こ
と

②

そ

の
主

体

が

「枕

」

で
は
な

く

て

「
人
」

で
あ

る

こ
と
、
ま

た
③

「欲

枕
」

に

「
耳

を

そ
ば

だ

て
る
」

意

の
無

い
こ
と

、
は
多

く

の
用

例

に
即

し

て
疑

い

な

い
。

 

よ
こ
た

「
遺

愛
寺

鐘
歌

枕

聴
」

は
明

ら

か

に

「
枕

に
欲
り

て

（歌

わ
り

て

・

ふ

歌

し

て
）
聴

く
」

と

訓
ま

れ

る

べ
き

も

の
だ

っ
た

。

（前
掲

書

一
二
七

頁
）

傾
聴
す
べ
き
説
で
あ
る
。
筆
者
も
こ
の
松
浦
氏
の
説
に
拠
り
こ
の
道
真
の

三
句
目
の
口
語
訳
を
試
み
た
。

注
（1
>
今
回

の
拙
論
執
筆

上

で
殊

に
参
考

に
さ
せ

て
い
た
だ

い
た
も

の
は

○

『菅
家
文
草
」
注
釈

稿

（
一
）

（「白
百
合
女

子
大
学
研
究
紀
要

29
」
）

一
九
九

三

・
=

一
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○

「菅
家
文
草
』
注
釈
稿

（二
）

（白
百
合
女
子
大
学

「国
文
白
百
合
25
」）

一
九
九
四

・
三

で
あ
る
。

（
2
）
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

「菅
家
文
草

菅
家
後
集
」

解
説
六
八
～
七
〇
頁

こ
の
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
諸
本
の
閲
覧
を
快
く
許
可
し
て
い
た
だ

い
た
尊
経
閣
文
庫

・
静
嘉
堂
文
庫

・
島
原
松
平
文
庫

・
金
沢
市
立
玉
川
図

書
館
大
島
文
庫

・
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
加
越
能
文
庫

・
内
閣
文
庫

・
太

宰
府
天
満
宮
の
各
位
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
又
、
刊
本
の
収

集

・
複
写
等
の
労
を
と
っ
て
い
た
だ
い
た
有
明
高
専
昌
子
図
書
係
長
に
深

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
二
年
十
月
三
十

一
日
執
筆
了

（や
き
や
ま

・
ひ
ろ
し
/
大
学
院
第
七
回
修
了

・
有
明
高
専
）
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